





































































































































































































































































































O侍成(二三九二九四) 2 : 
隻可能訪?蘭渚、二離楊i青陣。
蘭桂賎朽腐、柴粟貴明珠















































O束脅(二六三?一三O三?) 1 : 
循彼南隊、言采其蘭。




















































































































































































































































































挙げている。このうち、初出が早いのが「樹包噛首J(1詩経1)で、 「芙蓉J(1鐙僻Ji)、 「富目白(漢民劇と統吉、 「稿
泊はひとり後れて足封切l降になって現れるという(第一部第一章)。
必 捗江采芙蓉、蘭揮多芳草。采之欲遺総所思在逮込
41 江穣生幽渚、微芳不足宜。
廓勝江舟L熔飽生河個L
66 
〔文選巻二十九古詩十九首・損抗〕
[文選巻二十八陸機「槍上行Jl
〔文選巻三十陸機『擬青青河畔草:Jl
『楚辞~ r離騒Jの修辞法を指して「美人香草」と言うのはここに拠る。「美人香草」は「離騒J
全体をよく映しているが、改めて王逸の序に添って見たとき、より小さく、緊密に対をなしてい
るのは「烏/禽」と「香/臭」、つまり、鳥と匂いである。「離航には、好もしい響きと芳りと
を聞かせもすれば、書記愁の原因にさえなる存在として鳥と匂いが詠じ込まれていると王逸は云う。
これを敢えて「悲哉行」に当てはめてみれば、前半の、春の穏やかな景色のなか、好もしい声を
聞かせる烏たちと淑き芳気を漂わせる香草は、「善鳥香草」として「忠貞J(の多く集う祖国)を、
また、後半の「気に随う草」と「時を詠ずる禽Jとは、「悪禽臭物Jとして「議侯'J(の群がるこ
の地)を表しているとは言えないだろうか。「悲哉行」のもう一つの構成として、「離~か志向
されていたことを指摘できるかも知れない。
孫呉人士にとって祖国が芳るものであったと考えるとき、陸機の「悲哉行」に見える「幽蘭通
谷に盈ち、長秀高等を被う」の句が表す、蘭が谷に満ち、伸びた花か清い嶺を覆う光景は、別の
色彩を帯びてくるように思う。すなわち、詩人の眼前に広がる実景というよりはむしろ、故郷・
祖国を切に想うなかで浮かび上がってきた、故郷の心象として思い慕われる情景だったのではな
いかということである。類似した「脅谷に芳蘭鏡しJcr;句が見える擬古詩「擬渉江采芙蓉」に色
濃く望郷の思いが詠じられていることは由、この推測の傍証となるであろう。
詩人の心は、春の景色を目にし、その芳りに包まれ、それらを歓びながら次第に故郷へと向か
い、芳しい蘭が谷に満ちる情景を脳裡に浮かび上がらせたのである。しかし、彼らの故国はすで
に亡い。「悲哉行J後半の、深い悲哀と強烈な望郷の思いの表出に切実さが感じられるのはこのた
めであろう。失われた祖国は、陸機によって芳ると詠じられたことによって、思念のうちに実感
をもって蘇り、改めて失われたことが突きつけられたのである。
以上のことを併せ考えると、「悲哉行」の第九句と第十句の解釈は、李善注に拠って、「闘Jr秀」
を一連のものとするのが良いだろう。「秀」に特別記意味が見出せない情況では、全く別の植物で
あるように読むことは、「悲哉行」に色濃く惨む、陸機をはじめとする孫呉土人たちの故国への想
いを汲みきれない乙ととなりかねないように思う。確かに、春の情景から詠い起こされた歌に「蘭」
=藤袴が「秀J=花を咲かせるのも、谷に生えている蘭が醤える山の嶺を覆うのも、現実にあり
得る光景ではなく、異様であるようにさえ感じられるかも知れないが、陸機には、「悲哉行」にお
いて現実をそのままに詠うことはできなかった、現実よりも優先すべきものがあった。陸機にと
って、祖国は芳らなければならなかったのである。
ここに第二章冒頭に掲げた黄耳の故事を重ねてみることも可能ではないだろうか。高く香る蘭に
q 上山采遺書邑寄谷鏡芳蘭。来采不盈掬、悠悠世新華九
故郷F判職、山川阻E蝿ti:lニ思鍾満里、慣情繍時歎。 〔苅草巻三十陸機「擬捗江采芙蓉J)
67 
満たされた谷は、まさしく鼻によって求められるべき場所でありへすぐれた嘆覚を具えた快犬黄
耳の故事は、孫呉を故郷・祖国とする人々にとって、利巧な犬の奇認である以上に、切実な郷愁を
含み込んだ物語となったと考えられるのである。
附記本稿は、六朝学持玲治第二十二回大会(ニOー 八年六月十六日、於二私噂含大学)における発表に基づいている.貴
重なご意見をいただいた方々に御礼を申し上げたい.
また、本稿は、枠持耐費基盤腕 (B)r漠魂六朝期楽府詩の総合制陀柏仰椀代表者釜谷武志神戸大学教樹
のlif院成果の一部である。
43 臭、禽走臭而知其述書犬也仏犬自.
(段担当走期首言逐集。犬自由7路概述前犬之所至、於其『施l之也故其字肱犬自.白書ー鼻也事l伸段借駕凡句息芳臭之伺.
匂誤解字注十篇上J
『訂以穿得』によれば、 r~担割立、鼻の本字である「自J と「カから成る会意字、すなわち、犬の上に鼻が乗っている
主?である。 r走臭jについて段玉裁は哨お気を逐うを言うがごとしJと解いている。
『話びd牌』は、段注本(極的機本)を用いた。
? ?? ?
